
岡山県自然保護推進員設置要綱

１　岡山県自然保護条例（昭和４６年岡山県条例第６３号）第３９条の規定により設置する自然保護推進員（以下「推進員」という。）について、活動内容及び委嘱の方法その他設置に必要な事項を定めるものとする。
２　活動内容
   推進員は、次のような活動を行うものとする。
（１）自然公園や自然保護地域などの指定地域内の巡視と管理状況の把握
（２）自然の保護に関する情報の収集及び普及啓発

（３）生物多様性に関する情報の収集及び普及啓発

（４）移入種に関する情報の収集及び普及啓発
（５）自然保護活動の育成指導
（６）地域緑化活動の推進
（７）地元の開発動向に関する情報の提供
 (８）その他自然保護施策に対する協力、助言
３　委　嘱
  推進員は、次に該当する者の中から知事が委嘱する。
 （１）委嘱時に年齢満１８歳以上であること。ただし、高校生を除く。
 （２）ボランティア活動として、進んで郷土の自然や歴史的自然環境の保護推進、指導にあたる能力と意欲があること。
 （３）野外での活動に参加できるだけの、健康と体力を有すること。
４  任　期
　推進員の任期は、２年以内とする。ただし、再委嘱することができる。
５　報告等
  推進員は、自己が行った活動について、概ね３か月に１回程度別に定める活動報告書を県自然環境課長又は県民局長(森林企画課、地域森林課)に提出するものとする。なお、県自然環境課長へ提出する場合、電子メールに添付して送付するものとする。
  ただし、緊急を要する場合はこの限りでない。
６  報告書の処理
  推進員からの報告を受けた県自然環境課長及び県民局長(森林企画課・地域森林課)は、適切な措置を講じるとともに、県民局長(森林企画課・地域森林課)においては活動報告書を県自然環境課長に、県自然環境課長においては活動報告書の写しを県民局長(森林企画課・地域森林課)へ送付する。また、必要に応じて関係市町村長に送付するとともに、当該推進員に活動報告書への対応について連絡するものとする。
７  報　酬
  ボランティアとしての活動とする。ただし、県の負担で一括してボランティア保険に加入するものとする。
８  解　任
  知事は、推進員が次のいずれかに該当したときは、解任することができる。
 （１）この要綱に基づく推進員としての行為を怠り、又は推進員としてふさわしくない 行為があったと認められる場合
 （２）本人から辞意の申し出があった場合
９　推進員に対する措置
  県は、推進員の円滑な活動に資するとともに、自然保護に対する意識を高めるため、研修会の開催のほか必要な措置を講ずるものとする。
10　その他
  この要綱で定めるもののほか、推進員に関する必要な事項は別に定める。
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